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第
六
十 

  
 

機
密
戦
争
日
誌 

   
 
 
 
 

一 
  

本
書
は
「
戦
記
も
の
」
で
は
な
い
の
で
、
第
二
次
大
戦
、
こ
と
に

太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
、
そ
の
経
過
を
詳
細
に
語
る
紙
幅
を
持
た
な

い
。
た
だ
、
次
の
観
点
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た

事
実
を
積
み
重
ね
よ
う
と
考
え
て
い
る
。 

 

そ
の
観
点
と
は
、 

  

①
よ
う
や
く
国
内
で
普
及
段
階
に
あ
っ
た
計
算
機
の
利
用
を
中
断 

 
 

し
た
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
。 

 

②
き
わ
め
て
計
数
的
な
手
法
で
運
営
さ
れ
た
こ
と
。 

 

③
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
長
期
に
わ
た
る
多
く
の
可
変
数
の
組 

 
 

み
合
わ
せ
を
必
要
と
し
た
こ
と
。 

 

④
意
思
決
定
に
お
い
て
情
報
の
収
集
と
分
析
が
重
き
を
な
し
た
こ 

 
 

と
。 

 

⑤
計
算
機
ば
か
り
で
な
く
、
様
々
な
電
子
機
器
が
彼
我
の
優
劣
と 

 
 

勝
敗
の
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
。 

 

⑥
極
限
の
競
争
状
況
の
中
で
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
。 

 

⑦
と
き
に
個
人
の
能
力
が
思
い
も
せ
ず
発
揮
さ
れ
、
戦
局
を
左
右 

 
 

し
た
こ
と
。 

  

―
―
な
ど
で
あ
る
。 
 

そ
こ
で
戦
争
の
経
過
を
語
り
つ
つ
「
情
報
」（
計
算
機
で
処
理
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
意
味
に
限
定
し
な
い
）
と
い
う
も
の
を
概
観
し
て
い

き
た
い
。
主
に
使
用
し
た
文
献
資
料
は
、
世
界
文
化
社
『
日
本
歴
史

シ
リ
ー
ズ
・
太
平
洋
戦
争
』、
岩
波
新
書
『
太
平
洋
戦
争
』、
柳
田
邦

夫
『
零
式
戦
闘
機
』『
零
戦
燃
ゆ
』、
秦
郁
彦
『
戦
後
史
の
謎
を
追
う
』

な
ど
で
あ
る
。 

 

教
科
書
日
本
史
な
ど
で
は
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
十
二
月

八
日
か
ら
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
八
月
十
五
日
ま
で
の
戦
争
は
「
第

二
次
大
戦
」
の
呼
称
で
一
括
り
に
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
戦
争
は
大

き
く
二
つ
の
局
面
、
す
な
わ
ち
太
平
洋
戦
争
と
大
東
亜
戦
争
で
成
り

立
っ
て
い
る
。 

 

ざ
っ
く
り
い
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
は
海
軍
の
、
大
東
亜
戦
争
は
陸

軍
の
戦
い
だ
っ
た
。
海
軍
と
陸
軍
は
戦
争
の
思
想
が
異
な
っ
て
い
た

か
ら
、
経
緯
に
も
自
ず
か
ら
質
的
な
相
違
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は

追
々
明
ら
か
に
な
る
。 

 

表
題
の
『
機
密
戦
争
日
誌
』
は
、
終
戦
直
後
、
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
度
重
な
る
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
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見
さ
れ
な
か
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
無
条
件
受
諾
の
報
が
伝
わ
る
と
、

戦
争
犯
罪
の
証
拠
と
な
り
そ
う
な
大
量
の
書
類
が
焼
却
さ
れ
た
。 

『 
機
密
戦
争
日
誌
』
も
煙
に
な
っ
て
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
門
外
不
出
の
機
密
文
書
と
し
て
防
衛
庁
図

書
館
に
秘
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

一
九
九
八
年
十
月
、
錦
正
社
が
刊
行
し
た
際
に
付
さ
れ
た
序
文
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  

今
回
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
所
蔵
の
大
本
営
陸
軍
部
第
二
十
班
（
戦

争
指
導
班
）
の
昭
和
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
二
十
年
八
月
一
日
に
至

る
業
務
日
誌
「
機
密
戦
争
日
誌
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

は
、
本
会
に
と
っ
て
も
多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
慶
び
と

す
る
所
で
あ
る
。
元
来
大
本
営
内
の
各
部
課
で
も
業
務
日
誌
を
作
成

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
こ
の
第
二
十
班
（
戦

争
指
導
班
）
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
敗
戦
に
あ
た
り
、
書
類
焼
却
指

令
が
出
さ
れ
て
い
た
中
で
、
こ
れ
が
残
存
し
え
た
の
は
一
人
の
庶
務

将
校
が
焼
却
に
忍
び
な
く
、
こ
れ
を
含
む
一
連
の
文
書
を
密
か
に
隠

匿
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
日
と
な
っ
て
我
々
は
そ
の
恩

恵
に
預
か
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

  

極
東
裁
判
が
終
結
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し

て
以
後
、
初
め
て
一
部
関
係
者
に
そ
の
実
在
が
知
ら
さ
れ
た
。
太
平

洋
戦
争
に
関
す
る
日
本
側
の
第
一
級
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
日
誌
に
は
一
九
四
一
年
八
月
二
十
二
日
の
こ
と
と
し
て
、 

  

陸
軍
省
案
を
加
味
し
た
る
も
の
に
て
部
長
会
議
開
催
。
前
後
四
時

間
に
わ
た
り
審
議
し
、
対
米
英
戦
決
意
を
決
定
す
。
次
長
、
対
米
英

戦
決
意
の
意
見
牢
固
た
る
も
の
あ
り
。
約
一
ヶ
月
に
わ
た
り
、
苦
悩

に
苦
悩
を
重
ね
た
る
結
果
、
戦
争
決
意
に
到
達
し
た
も
の
の
如
く
、

次
長
の
意
見
は
極
め
て
強
固
な
り
。
右
案
果
た
し
て
海
軍
ま
た
は
政

府
と
意
見
一
致
す
る
や
否
や
に
関
し
、
総
長
以
下
大
な
る
疑
問
を
持

ち
あ
り
。
一
致
三
分
不
一
致
七
分
と
考
え
る
あ
る
が
如
く
、
内
閣
瓦

解
は
必
至
な
る
べ
し
。 

  

と
記
し
て
い
る
。 

 

文
中
の
「
次
長
」
は
塚
田
攻
（
中
将
）、「
総
長
」
は
杉
山
元
（
大

将
）
を
指
し
て
い
る
。
攻
は
「
お
さ
む
」、
元
は
「
げ
ん
」
と
読
む
。 

 

塚
田
は
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）
茨
城
県
に
生
ま
れ
、
一
九
一

四
年
（
大
正
三
）
陸
軍
大
学
を
卒
業
し
た
。
関
東
軍
参
謀
、
中
支
那

方
面
軍
参
謀
長
、
陸
軍
大
学
校
長
な
ど
を
経
て
四
〇
年
に
参
謀
本
部

次
長
に
就
任
し
て
い
た
。 

 
翌
四
一
年
十
一
月
、
南
方
軍
参
謀
長
と
な
り
、
四
二
年
十
二
月
、

第
十
一
軍
司
令
官
の
と
き
、
中
国
・
南
京
か
ら
帰
国
の
途
中
で
搭
乗

し
て
い
た
飛
行
機
が
墜
落
し
て
死
亡
し
た
。
死
後
、
大
将
に
昇
進
し
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て
い
る
。 

 
杉
山
は
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
生
ま
れ
、
福
岡
県
出
身
。
一

九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
日
露
戦
争

に
従
軍
し
た
。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
）
に
陸
軍
大
学
校
を
卒

業
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
駐
イ
ン
ド
大
使
館
付
武
官
。 

 

二
八
年
（
昭
和
三
年
）
陸
軍
軍
務
局
長
に
進
み
、
第
十
二
師
団
長
、

航
空
本
部
長
を
経
て
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
教
育
総
監
・
大
将
に
昇

進
し
た
。
林
銑
十
郎
内
閣
、
第
一
次
近
衛
内
閣
で
陸
相
、
一
九
四
〇

年
に
参
謀
総
長
に
就
任
し
た
。
四
三
年
元
帥
と
な
り
、
四
五
年
九
月

十
二
日
、
拳
銃
で
自
決
し
た
。 

 

先
回
り
だ
が
、
杉
山
の
自
決
に
つ
い
て
話
し
て
お
く
と
、
巷
間
に

流
布
し
て
い
る
の
は
、 

 

―
―
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
の
を
忌
避
し
た
。 

 

と
い
う
説
で
あ
る
。 

 

お
そ
ら
く
こ
の
説
は
正
し
い
の
だ
が
、
杉
山
が
自
決
し
た
理
由
は

逮
捕
と
裁
判
へ
の
恐
れ
で
は
な
か
っ
た
。
陸
軍
大
臣
、
参
謀
総
長
、

元
帥
と
い
う
経
歴
か
ら
い
っ
て
、
死
刑
か
無
期
懲
役
は
回
避
で
き
な

い
。 

 

実
を
い
う
と
、
そ
の
前
日
、
杉
山
は
新
し
い
憲
法
の
草
案
を
目
に

し
て
い
た
。
天
皇
制
が
護
持
で
き
る
こ
と
、
民
主
国
家
へ
の
転
換
が

図
ら
れ
る
こ
と
、
戦
争
の
放
棄
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
の
覚
悟
だ
っ
た
。
心
情
的
に
い
え
ば
潔
い
サ
ム
ラ
イ
的

な
、
客
観
的
に
い
え
ば
身
勝
手
な
完
結
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支

え
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

八
月
二
十
二
日
付
の
『
機
密
戦
争
日
誌
』
は
、「
対
米
英
戦
決
意
」

の
文
字
が
現
れ
る
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
衛
内
閣
が
崩
壊

し
東
条
内
閣
が
発
足
し
た
十
月
十
八
日
、
第
二
十
班
は
手
放
し
で
喜

ん
で
い
る
。 

  

い
か
な
る
こ
と
あ
る
と
い
え
ど
も
、
新
内
閣
は
開
戦
内
閣
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
開
戦
、
開
戦
、
こ
れ
以
外
に
陸
軍
の
進
む
べ
き
途
な

し
。 

  

と
こ
ろ
が
二
か
月
後
に
ト
ー
ン
が
一
変
し
た
。 

 

・
十
月
二
十
三
日
付 

 
陸
相
は
絶
対
に
目
途
な
し
と
し
て
、
内
閣
を
倒
し
た
る
も
の
な
り
。

今
更
目
途
な
き
対
米
外
交
を
続
行
し
、
決
心
を
に
ぶ
ら
せ
る
は
国
家

の
不
為
な
ら
ず
や
。
陸
相
に
節
操
あ
り
や
と
問
い
度
。 

  

陸
相
に
節
操
あ
り
や
、
と
は
穏
や
か
で
な
い
。 
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参
謀
本
部
職
員
が
東
条
を
「
陸
相
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
東
条
が

内
閣
総
理
大
臣
で
あ
り
な
が
ら
陸
軍
大
臣
、
内
務
大
臣
を
兼
務
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
批
判
に
転
じ
た
の
は
、
東
条
が
首
相
に
就

任
し
た
と
き
、
内
大
臣
・
木
戸
幸
一
が
「
陛
下
の
お
言
葉
」
と
し
て
、 

 

―
―
慎
重
な
る
考
究
を
加
え
る
こ
と
を
要
す
。 

 

と
耳
打
ち
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。 

 

東
条
は
こ
の
一
言
で
、
開
戦
一
本
や
り
か
ら
慎
重
論
に
転
換
し
た
。 

 

十
一
月
一
日
に
開
か
れ
た
連
絡
会
議
に
先
立
っ
て
、
東
条
は
参
謀

総
長
・
杉
山
元
を
首
相
官
邸
に
招
い
て
会
談
し
た
。
そ
の
と
き
東
条

が
示
し
た
案
は
三
つ
あ
っ
た
。 

  

一
、
戦
争
を
極
力
避
け
臥
薪
嘗
胆
す
る
。 

 

二
、
開
戦
を
直
ち
に
決
意
し
、
政
戦
略
の
諸
施
策
を
こ
の
方
針
に 

 
 
 

集
中
す
る
。 

 

三
、
戦
争
決
意
の
も
と
に
、
作
戦
準
備
を
完
整
す
る
と
共
に
、
外 

 
 
 

交
施
策
を
続
行
し
て
妥
結
に
努
め
る
。 

  

「
政
戦
略
」
は
見
慣
れ
な
い
熟
語
だ
が
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・

山
本
五
十
六
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
攻
勢
作
戦
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

緒
戦
で
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
叩
き
、
攻
め
に
攻
め
て
優
勢
な
う

ち
に
講
話
を
結
ぶ
と
い
う
作
戦
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
杉
山
は
言
っ
た
。 

 

「
外
交
が
う
ま
く
行
け
ば
準
備
し
た
兵
を
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
困
る
。
内
地
か
ら
二
十
万
、
支
那
か
ら
も
や
る
べ
き
作
戦
を

や
め
て
兵
を
送
っ
て
お
る
。
兵
を
南
洋
ま
で
出
し
て
、
戦
争
し
な
い

で
退
け
た
ら
、
士
気
に
関
す
」 

 

外
交
が
う
ま
く
行
け
ば
戦
争
と
い
う
事
態
を
回
避
で
き
る
の
だ
か

ら
、
喜
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
杉
山
は
「
困
る
」
と
言
う
。 

 

御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
要
綱
に
従
っ
て
、
陸
軍
は
す
で
に
十
個

師
団
以
上
の
兵
員
を
南
方
に
輸
送
し
つ
つ
あ
っ
た
。
武
器
弾
薬
や
食

糧
な
ど
も
、
着
々
と
準
備
を
整
え
て
い
た
。
い
ま
さ
ら
引
き
揚
げ
を

命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
士
気
に
関
す
」
と
は
、
何
と
も
逆
立

ち
し
た
言
い
分
で
あ
っ
た
。 

 

杉
山
の
一
言
で
東
条
は
第
一
案
を
放
棄
し
た
。
そ
も
そ
も
同
腹
だ

っ
た
の
だ
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
東
条
は
開

戦
決
意
の
責
任
を
杉
山
に
転
嫁
し
た
と
も
い
え
る
。 

 

こ
の
決
定
が
出
て
以
後
の
『
機
密
戦
争
日
誌
』
は
、
ひ
た
す
ら
日

米
交
渉
の
決
裂
、
戦
争
の
勃
発
を
望
む
内
容
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
記
述
を
見
る
に
、
戦
略
や
計
画
と
い
っ
た
頭
脳
回
路
を
使
う
作
業

が
一
切
欠
落
し
て
い
て
、
あ
る
の
は
好
戦
的
な
感
情
で
あ
る
。
陸
軍

参
謀
本
部
に
勤
務
す
る
佐
官
た
ち
は
、
政
府
の
決
定
に
面
従
腹
背
す

る
増
長
傲
慢
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

 

・
十
一
月
十
三
日
付 
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来
栖
大
使
の
飛
行
機
遅
々
た
る
は
可
。「
ル
」
大
統
領
、
来
栖
大

使
を
迎
う
る
の
態
度
に
熱
意
な
き
が
如
き
は
、
ま
た
可
な
り
。 

 

・
十
一
月
十
七
日
付 

 

昨
は
妥
協
、
今
日
は
決
裂
、
一
喜
一
憂
し
つ
つ
時
日
は
経
過
す
。

一
刻
も
速
か
に
十
二
月
一
日
の
来
た
ら
ん
こ
と
を
祷
る
。 

 

・
十
一
月
二
十
一
日
付 

 

野
村
電
到
着
。
乙
案
提
示
せ
る
と
こ
ろ
、「
ハ
ル
」
は
援
蒋
中
止

に
関
し
、
こ
れ
は
援
英
中
止
要
求
と
同
様
な
り
と
て
、
大
い
に
不
満

の
態
た
り
し
が
如
し
。
さ
も
あ
る
べ
し
。
こ
れ
に
て
交
渉
は
い
よ
い

よ
決
裂
す
べ
し
。
目
出
度
め
で
た
し
。 

 

・
十
一
月
二
十
三
日
付 

 

対
米
交
渉
の
峠
も
こ
こ
数
日
中
な
り
。
願
わ
く
ば
決
裂
に
到
ら
ん

こ
と
を
祈
る
。 

 

・
十
一
月
二
十
七
日
付 

 

米
の
回
答
全
く
高
圧
的
な
り
。
交
渉
は
勿
論
決
裂
な
り
。
之
に
て

帝
国
の
開
戦
決
意
は
踏
み
切
り
容
易
と
な
れ
り
。
目
出
度
く
之
天
佑

と
も
い
う
べ
し
。 

 

・
十
一
月
二
十
九
日
付 

 

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
総
理
、
重
臣
を
宮
中
に
召
集
し
、
開
戦
決

意
に
関
し
説
明
諒
解
を
求
む
。
参
集
の
重
臣
左
の
如
し
。 

 

阿
部
、
林
、
岡
田
、
米
内
、
若
槻
、
広
田
、
平
沼
、
近
衛
、
原
。 

 

更
に
御
前
に
於
て
重
臣
と
懇
談
す
。
非
戦
論
少
な
か
ら
ず
。
独
り

阿
部
、
林
、
広
田
は
首
相
の
決
意
を
諒
と
せ
る
が
如
し
。
他
の
非
戦

論
者
に
対
し
て
は
総
理
、
阿
部
、
林
、
広
田
が
説
得
之
勉
め
、
最
後

に
於
て
全
員
同
意
し
、
政
府
を
鞭
撻
す
る
所
あ
り
。 

 

国
家
興
亡
の
歴
史
を
見
る
に
国
を
興
す
も
の
は
青
年
、
国
を
亡
ぼ

す
も
の
は
老
年
な
り
。
重
臣
連
の
事
勿
れ
心
理
も
已
む
な
し
。
若
槻
、

平
沼
連
の
老
衰
者
に
皇
国
永
遠
の
生
命
を
托
す
る
能
わ
ず
。 

 

陸
軍
参
謀
本
部
の
中
堅
将
校
に
か
か
っ
て
は
、「
元
老
」
と
称
さ
れ

「
重
臣
」
と
さ
れ
た
人
々
も
形
無
し
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

第
二
次
大
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
日
本
軍
が
真
珠
湾
を
奇
襲
で
攻

撃
し
た
こ
と
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ

海
軍
も
日
本
と
の
開
戦
を
前
提
に
、
準
備
行
動
を
開
始
し
て
い
た
こ

と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

国
防
防
衛
計
画
「
レ
イ
ン
ボ
ー
５
号
」
の
中
の
海
軍
基
本
戦
略
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「
Ｗ
Ｐ
Ｌ
46
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 
そ
れ
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
、
ウ
ェ
ー
キ
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
、
パ
ル
ミ
ラ
、
サ
モ
ア
、
グ
ア
ム

の
諸
島
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を
第
一
の
防
衛
線
に
想
定
し
て
い
た
。
十
月

十
六
日
に
発
令
さ
れ
た
作
戦
に
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
次
の
よ

う
に
艦
船
の
配
備
を
強
化
し
た
。 

  

・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
に
第
三
機
動
部
隊
：
重
巡
洋
艦
一
、
駆
逐
艦 

 
 

五 
 

・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ウ
ェ
ー
キ
：
潜
水
艦
各
二
。 

 

・
サ
モ
ア
：
重
巡
洋
艦
一
、
機
雷
敷
設
船
一 

 

・
第
十
二
機
動
部
隊
（
基
幹
空
母
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」）
海
兵
隊 

 
 

戦
闘
機
十
八
機
を
増
強
。 

  

こ
の
よ
う
な
増
強
は
日
本
を
挑
発
す
る
に
等
し
か
っ
た
。 

 

た
だ
し
ア
メ
リ
カ
政
府
お
よ
び
両
軍
司
令
部
は
十
一
月
二
十
七
日

の
時
点
で
も
、
日
本
軍
が
戦
端
を
開
く
正
面
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ボ
ル
ネ
オ
に
か
け
て
の
南
西
太
平
洋
地
域
と
予
測

し
て
い
た
。
こ
の
方
面
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
両
極
東
軍

が
控
え
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
八
万
人
の
兵
力
を
有
し

て
い
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
双
方
と
も
に
、 

 

「
も
し
相
戦
わ
ば
」 

 

と
想
定
し
て
い
た
の
は
、
西
南
太
平
洋
地
域
な
い
し
、
中
南
太
平

洋
地
域
（
小
笠
原
諸
島
―
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
結
ぶ
海
域
）
だ
っ
た
か

ら
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ウ
ェ
ー
キ
へ
の
守
備
隊
派
遣
は
予
防
的
措
置

以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。 
 

ハ
ワ
イ
に
本
営
を
置
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
が
睨
ん
で

い
た
の
は
マ
リ
ア
ナ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
、
サ
ン
ゴ
海
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
海
域
だ
っ
た
。 

 

広
大
な
海
域
を
守
る
の
に
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
航
空
母
艦
四

隻
、
旧
式
で
訓
練
用
の
「
ユ
タ
」
を
含
む
戦
艦
五
隻
し
か
保
有
し
て

い
な
か
っ
た
。
相
手
の
出
方
を
覗
う
よ
り
他
に
ど
ん
な
手
が
あ
る
の

か
。 

 

一
方
、
日
本
帝
国
海
軍
は
ロ
シ
ア
艦
隊
を
打
ち
破
っ
た
東
郷
平
八

郎
の
兵
略
が
、
脳
裏
に
強
く
こ
び
つ
い
て
い
た
。
長
駆
や
っ
て
く
る

敵
の
大
艦
隊
を
真
正
面
で
待
ち
受
け
、
敵
艦
隊
よ
り
射
程
距
離
が
長

く
破
壊
力
が
大
き
な
大
艦
巨
砲
で
決
戦
を
挑
む
、
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。 

 
こ
の
た
め
対
米
開
戦
を
準
備
す
る
に
当
た
っ
て
海
軍
参
謀
本
部
が

描
い
た
の
は
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
か
け
て
の
海
域

で
の
艦
隊
決
戦
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
山
本
五
十
六
が
指
示
し
た
の
は
、
日
米
の
共
通
認
識
か

ら
大
き
く
外
れ
た
ハ
ワ
イ
強
襲
作
戦
だ
っ
た
。
そ
の
研
究
は
一
九
四
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一
年
の
一
月
、
山
本
か
ら
直
接
、
第
十
一
航
空
艦
隊
参
謀
長
（
少
将
）

の
大
西
瀧
治
郎
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
西
は
四
月
に
案

を
ま
と
め
、
山
本
に
直
接
手
交
し
た
。
艦
隊
幕
僚
に
正
式
な
研
究
課

題
と
し
て
示
さ
れ
た
の
は
五
月
で
あ
る
。 

 

当
初
、
幕
僚
た
ち
は
山
本
の
考
え
に
反
対
、
も
し
く
は
懐
疑
を
示

し
た
。 

 

理
由
は
四
つ
あ
っ
た
。 

 

第
一
の
理
由
は
、
相
手
を
英
・
蘭
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
巻
き
込
む
の
は
絶
対
的
な
不
利
を
生

じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
大
局
的
な
視
点
で
見
た
と
き
、
こ
の
主
張
は

正
し
か
っ
た
と
も
い
え
る
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
し

て
く
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
消
極
的
に
過
ぎ
た
。 

 

第
二
は
、
日
本
な
い
し
周
辺
の
ど
こ
か
ら
出
航
す
る
に
せ
よ
、
敵

に
気
づ
か
れ
ず
に
ハ
ワ
イ
ま
で
三
千
浬
（
カ
イ
リ
）
の
航
行
を
成
し

得
る
か
ど
う
か
。 

 

第
三
は
、
仮
に
ハ
ワ
イ
近
海
に
た
ど
り
着
け
た
と
し
て
、
そ
こ
に

敵
艦
隊
が
待
ち
受
け
て
い
た
ら
、
勝
算
は
ど
う
か
。 

 

第
四
は
兵
を
訓
練
す
る
時
間
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
山
本
は
言
っ
た
。 

 

―
―
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
神
様
が
喜
ぶ
こ

と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
博
打
で
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 
日
本
歴
史
シ
リ

ズ
・
太
平
洋
戦
争

	 

一
九
七
八
、
世
界
文
化
社
。
収

録
論
説
の
著
者
は
大
宅
壮
一
、
青
地
晨
、
児
島
襄
、
江
崎
誠
致
、
高
木
俊
朗
、

巖
谷
大
四
、
島
田
俊
彦
、
杉
森
久
英
、
加
藤
秀
俊
、
小
松
伸
六
、
河
北
倫
明

で
あ
る
。 

太
平
洋
戦
争

上
・
下	 
児
島
襄
、
一
九
六
五
、
中
央
公
論
新
社
。
中
公

新
書
。 

零
式
戦
闘
機

零
戦
燃
ゆ

	 
柳
田
邦
男
、
一
九
七
七
、
文
藝
春
秋
。『
零

戦
燃
ゆ
』（
飛
翔
編
、
熱
闘
編
、
渾
身
編
）
は
そ
の
続
編
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
が
、
よ
り
広
範
に
太
平
洋
戦
争
を
追
っ
て
い
る
。 

戦
後
史
の
謎
を
追
う

上
・
下	 

秦
郁
彦
、
一
九
九
三
、
文
藝
春
秋
。 

秦	 

郁
彦 

は
た
・
い
く
ひ
こ
／
１
９
３
２
〜 
：
山
口
県
に
生
ま
れ
五
六

年
東
大
法
学
部
を
出
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
た
。

防
衛
研
修
所
教
官
、
防
衛
大
学
校
講
師
、
大
蔵
省
財
政
史
室
長
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
客
員
教
授
、
千
葉
大
学
教
授
。 

機
密
戦
争
日
誌

	 

一
九
四
〇
年
六
月
一
日
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
一
日

ま
で
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
大
本
営
陸
軍
部
第
二
十
班
（
戦
争
指
導
班
）
の
業

務
日
誌
。
日
誌
担
当
者
と
し
て
種
村
佐
孝
、
原
四
郎
、
野
尻
徳
雄
、
田
中
敬

二
、
甲
谷
悦
雄
、
橋
本
正
勝
の
六
人
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。 

 

一
九
四
五
年
八
月
十
四
日
、
庶
務
を
担
当
し
て
い
た
中
根
吾
一
と
い
う
少

尉
が
上
官
の
山
田
成
利
と
い
う
大
佐
の
許
可
を
得
て
搬
出
し
、
ド
ラ
ム
缶
に

入
れ
自
宅
の
敷
地
に
埋
設
し
た
。
そ
れ
を
元
第
二
十
班
員
の
原
四
郎
が
継
承

し
た
。 

種
村
佐
孝 

た
ね
む
ら
・
さ
こ
う
／
１
９
０
４
〜
１
９
６
６
。
名
の
読
み
は

「
す
け
た
か
」
と
も
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
か
か
わ
っ
て
は
ソ
連
と
同
盟
し
て

対
米
戦
争
を
継
続
す
る
工
作
に
従
事
し
た
。
最
終
階
級
は
大
佐
。 

原	 

四
郎 

は
ら
・
し
ろ
う
／
１
９
１
１
〜
１
９
９
１
。
終
戦
時
は
陸
軍
中

佐
だ
っ
た
。
戦
後
、
航
空
幕
僚
監
部
調
査
課
長
、
戦
史
編
纂
官
を
経
て
伊
藤

忠
電
子
計
算
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
と
な
っ
た
。
読
売
新
聞
社
長
副
社
長
・
原
四

郎
（
１
９
０
８
〜
１
８
８
９
）
と
は
同
名
異
人
。 

野
尻
徳
雄 

の
じ
り
・
の
り
お
／
生
没
年
未
詳
。
戦
後
、
陸
上
自
衛
隊
幕
僚

監
部
第
四
部
長
、
第
十
師
団
長
と
な
っ
た
。 

田
中
敬
二 

陸
軍
大
学
校
輜
重
兵
科
卒
。
終
戦
時
は
参
謀
本
部
作
戦
課
・
陸

軍
大
佐
だ
っ
た
。 

甲
谷
悦
雄 

こ
う
た
に
・
え
つ
お
／
国
立
公
文
書
館
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
」
の
記
録
に
は
、
ド
イ
ツ
大
使
館
付
武
官
補
佐
官
、
関
東
軍
参
謀
、

参
謀
本
部
ロ
シ
ア
班
長
、参
謀
本
部
露
西
亜
班
長
、大
本
営
一
部
十
五
課
長
、

独
逸
大
使
館
付
武
官
補
佐
官
と
あ
る
。「
旧
帝
国
陸
軍
切
っ
て
の
国
際
共
産
主

義
運
動
の
分
析
官
」
と
さ
れ
る
。 

橋
本
正
勝 

は
し
も
と
・
ま
さ
か
つ
／
国
立
公
文
書
館
「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
」
の
記
録
に
は
、
関
東
軍
補
給
参
謀
、
軍
務
局
課
員
、
大
本
営
参

謀
、
第
二
総
軍
参
謀
と
あ
る
。
終
戦
時
、
陸
軍
中
佐
。 

『
機
密
戦
争
日
誌

序
文	 

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
改
め
て
書
く
と
、
こ
の

序
文
は
『
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
班 

機
密
戦
争
日
誌
』
全
二
巻
（
防
衛

研
究
所
図
書
館
所
蔵
、
軍
事
史
学
会
編
、
一
九
九
八
、
錦
正
社
）
が
出
版
さ

れ
た
際
、
伊
藤
隆
氏
（
軍
事
史
学
会
会
長
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

が
〔
刊
行
に
あ
た
っ
て
〕
と
題
し
て
付
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

レ
イ
ン
ボ

５	 

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
有
事
を
想
定

し
て
策
定
し
て
い
た
基
本
計
画
。
レ
イ
ン
ボ
ー
１
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が

南
米
に
上
陸
し
た
場
合
、
同
２
は
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
連
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合
し
て
大
西
洋
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
、
太
平
洋
で
大
日
本
帝
国
と
戦
う
場

合
、
同
３
は
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
大
日
本
帝
国
と
戦
う
場
合
、
同
４
は
１
、

２
、
３
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
同
５
は
大
西
洋
・
欧
州
大
陸
で
の
戦
い
（
対

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
戦
）
を
優
先
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
た
。
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
が
同
盟
を
結
ん
だ
場
合
、
ソ
連
を
仮
想
敵
と
す
る
軍
事
プ

ラ
ン
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
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